
参考資料 

1 

白岡市文化財保護条例の一部を改正する条例 新旧対照表 

新 旧 

目次 目次 

第１章 総則（第１条―第４条） 第１章 総則（第１条―第４条） 

第２章 審議機関及び調査指導機関（第５条―第

１０条） 

第２章 審議機関及び調査指導機関（第５条―第

１０条） 

第３章 市の指定及び登録の文化財（第１１条―

第２２条） 

第３章 市指定の文化財（第１１条―第１９条） 

第４章 埋蔵文化財（第２３条） 第４章 埋蔵文化財（第２０条） 

第５章 雑則（第２４条） 第５章 雑則（第２１条） 

附則 附則 

（所掌事項） （所掌事項） 

第６条 審議会は、教育委員会の諮問に応じて、市

内に所在する文化財の保存及び活用に関し、次に

掲げる事項を審議し、かつ、これらの事項に関し

必要と認める事項を建議する。 

第６条 審議会は、教育委員会の諮問に応じて、市

内に所在する文化財の保存及び活用に関し、次に

掲げる事項を審議し、かつ、これらの事項に関し

必要と認める事項を建議する。 

⑴ 略 ⑴ 略 

⑵ 文化財の登録及び抹消に関すること。  

⑶ 略 ⑵ 略 

⑷ 市指定文化財及び市登録文化財の現状変更の

許可及び環境保全のための必要な施設の勧告に

関すること。 

⑶ 市指定文化財の現状変更の許可及び環境保全

のための必要な施設の勧告に関すること。 

⑸ 市指定文化財及び市登録文化財の修理若しく

は復旧又は滅失若しくは毀損の防止の措置に関

すること。 

⑷ 市指定文化財の修理若しくは復旧又は滅失若

しくはき損の防止の措置に関すること。 

⑹ 略 ⑸ 略 

⑺ 略 ⑹ 略 

⑻ 略 ⑺ 略 

⑼ 略 ⑻ 略 

第３章 市の指定及び登録の文化財 第３章 市指定の文化財 

（登録） 

第１２条 教育委員会は、市内にある文化財のうち

保存及び活用のための措置が必要と認められるも

のを市登録有形文化財、市登録無形文化財、市登

録民俗文化財（有形のものを市登録有形民俗文化

財に、無形のものを市登録無形民俗文化財に区別

する。）又は市登録記念物（以下これらを「市登
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録文化財」という。）に登録することができる。 

２ 前条第２項及び第４項の規定は、前項の規定に

よる文化財の登録について準用する。この場合に

おいて、前条第２項から第５項までの規定中「指

定」とあるのは「登録」と、同条第３項中「市指

定無形文化財」とあるのは「市登録無形文化財」

と、「指定に」とあるのは「登録に」と、同条第

５項中「による指定」とあるのは「による登録」

と、「市指定文化財」とあるのは「市登録文化財

」と、「指定書」とあるのは「登録書」と読み替

えるものとする。 

（指定の解除） （解除） 

第１３条 教育委員会は、第１１条第１項の規定に

より指定された市指定文化財が市の区域内に所在

しなくなったとき、又は市指定文化財としての価

値を失ったときは、その指定を解除することがで

きる。 

第１２条 教育委員会は、前条第１項の規定により

指定された市指定文化財が市の区域内に所在しな

くなったとき、又は市指定文化財としての価値を

失ったときは、その指定を解除することができる

。 

２ 略 ２ 略 

３ 第１項の規定による指定の解除又は前項の規定

による認定の解除については、第１１条第４項の

規定を準用する。 

３ 第１項の規定による指定の解除又は前項の規定

による認定の解除については、前条第４項の規定

を準用する。 

４～６ 略 ４～６ 略 

（登録の抹消） 

第１４条 教育委員会は、第１２条第１項の規定に

より登録された市登録文化財がその保存及び活用

のための措置を講ずる必要がなくなったときその

他特別な事由があるときは、その登録を抹消する

ことができる。 

２ 前条第２項から第６項までの規定は、前項の規

定による登録の抹消について準用する。この場合

において、前条第２項中「市指定無形文化財」と

あるのは「市登録無形文化財」と、同条第３項及

び第５項中「指定の解除」とあるのは「登録の抹

消」と、同条第４項から第６項までの規定中「市

指定文化財」とあるのは「市登録文化財」と、同

条第４項中「指定を」とあるのは「登録を」と、

「指定は」とあるのは「登録は」と、同条第６項

中「指定書」とあるのは「登録書」と読み替える

ものとする。 

 

（管理義務及び管理責任者） （管理義務及び管理責任者） 
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第１５条 市指定文化財又は市登録文化財の所有者

等は、この条例並びにこれに基づく教育委員会規

則及び教育委員会の指示に従い、市指定文化財又

は市登録文化財を管理しなければならない。 

第１３条 市指定文化財の所有者等は、この条例並

びにこれに基づく教育委員会規則及び教育委員会

の指示に従い、市指定文化財を管理しなければな

らない。 

２ 市指定文化財（市指定無形文化財及び市指定無

形民俗文化財を除く。）又は市登録文化財（市登

録無形文化財及び市登録無形民俗文化財を除く。

）の所有者は、特別の事情があるときは、自己に

代わり他の適当な者（以下「管理責任者」という

。）にこれを管理させることができる。 

２ 市指定文化財（市指定無形文化財及び市指定無

形民俗文化財を除く。）の所有者は、特別の事情

があるときは、自己に代わり他の適当な者（以下

「管理責任者」という。）にこれを管理させるこ

とができる。 

３ 教育委員会は、市指定文化財又は市登録文化財

について所有者が判明しない場合若しくは所有者

による管理が困難若しくは不適当と認められる場

合は、当該所有者の同意を得て、適当な管理団体

を指定し、又は自ら管理団体となってこれを管理

することができる。 

３ 教育委員会は、市指定文化財について所有者が

判明しない場合若しくは所有者による管理が困難

若しくは不適当と認められる場合は、当該所有者

の同意を得て、適当な管理団体を指定し、又は自

ら管理団体となってこれを管理することができる

。 

４ 略 ４ 略 

（届出事項） （届出事項） 

第１６条 市指定文化財又は市登録文化財の所有者

、管理責任者及び管理団体（以下これらを「管理

者等」という。）又は保持団体の代表者は、次の

各号のいずれかに該当するときは、速やかに教育

委員会に届け出なければならない。 

第１４条 市指定文化財の所有者、管理責任者及び

管理団体（以下これらを「管理者等」という。）

又は保持団体の代表者は、次の各号のいずれかに

該当するときは、速やかに教育委員会に届け出な

ければならない。 

⑴～⑷ 略 ⑴～⑷ 略 

⑸ 保持者が死亡し、又はその保持する市指定無

形文化財又は市登録無形文化財の保存に影響を

及ぼす心身の故障を生じたとき。 

⑸ 保持者が死亡し、又はその保持する市指定無

形文化財の保存に影響を及ぼす心身の故障を生

じたとき。 

⑹ 市指定文化財又は市登録文化財が滅失し、若

しくは毀損し、又はこれを亡失し、若しくは盗

み取られたとき。 

⑹ 市指定文化財が滅失し、若しくはき損し、又

はこれを亡失し、若しくは盗み取られたとき。 

⑺ 市指定文化財又は市登録文化財の所在場所を

変更しようとするとき。 

⑺ 市指定文化財の所在場所を変更しようとする

とき。 

（管理、修理、復旧等の補助） （管理、修理、復旧等の補助） 

第１７条 略 第１５条 略 

（現状変更の制限） （現状変更の制限） 

第１８条 市指定文化財の管理者等が当該市指定文

化財の現状を変更し、又はその保存に影響を及ぼ

す行為（以下「現状変更行為」という。）をしよ

うとするときは、教育委員会の許可を受けなけれ

第１６条 市指定文化財の管理者等が当該市指定文

化財の現状を変更し、又はその保存に影響を及ぼ

す行為をしようとするときは、教育委員会の許可

を受けなければならない。ただし、現状の変更に
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ばならない。ただし、現状の変更について維持の

措置若しくは非常災害のために必要な応急措置を

執る場合、又は保存に影響を及ぼす行為について

影響が軽微である場合は、この限りでない。 

ついて維持の措置若しくは非常災害のために必要

な応急措置を執る場合、又は保存に影響を及ぼす

行為について影響が軽微である場合は、この限り

でない。 

２ 教育委員会は、前項の許可を与える場合におい

て、その許可の条件として現状変更行為に関し、

必要な指示をすることができる。 

２ 教育委員会は、前項の許可を与える場合におい

て、その許可の条件として同項の現状の変更又は

保存に影響を及ぼす行為に関し、必要な指示をす

ることができる。 

（現状変更行為の届出） 

第１９条 市登録文化財の管理者等が当該市登録文

化財の現状変更行為をしようとするときは、あら

かじめその旨を教育委員会に届け出なければなら

ない。 

２ 教育委員会は、市登録文化財について必要があ

ると認めるときは、前項の規定による届出に係る

現状変更行為に関し、必要な指示をすることがで

きる。 

 

（修理の届出） （修理の届出） 

第２０条 略 第１７条 略 

（公開） （公開） 

第２１条 教育委員会は、市指定文化財又は市登録

文化財の所有者又は管理者等に対して教育委員会

が行う公開の用に供するため市指定文化財又は市

登録文化財の出品を勧告することができる。 

第１８条 教育委員会は、市指定文化財の所有者又

は管理者等に対して教育委員会が行う公開の用に

供するため市指定文化財の出品を勧告することが

できる。 

２ 市指定文化財又は市登録文化財の所有者又は管

理者等は、第三者が行う公開の用に供するため、

その文化財を出品するときは、教育委員会の承認

を受けなければならない。 

２ 市指定文化財の所有者又は管理者等は、第三者

が行う公開の用に供するため、その文化財を出品

するときは、教育委員会の承認を受けなければな

らない。 

３ 教育委員会は、第１項の規定により、市指定文

化財又は市登録文化財が公開されたときは、その

職員のうちから管理の責めに任ずべきものを定め

なければならない。 

３ 教育委員会は、第１項の規定により、市指定文

化財が公開されたときは、その職員のうちから管

理の責めに任ずべきものを定めなければならない

。 

４ 第１項の規定により市指定文化財又は市登録文

化財を公開したことに起因して、当該市指定文化

財又は市登録文化財が滅失し、又は毀損したとき

は、市は、その市指定文化財又は市登録文化財の

所有者に対し、その通常生ずべき損失を補償する

。ただし、市指定文化財又は市登録文化財が所有

者若しくは管理者等の責めに帰すべき事由又は天

災等によって滅失し、又は毀損した場合は、この

４ 第１項の規定により市指定文化財を公開したこ

とに起因して、当該市指定文化財が滅失し、又は

き損したときは、市は、その市指定文化財の所有

者に対し、その通常生ずべき損失を補償する。た

だし、市指定文化財が所有者若しくは管理者等の

責めに帰すべき事由又は天災等によって滅失し、

又はき損した場合は、この限りでない。 
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限りでない。 

（報告） （報告） 

第２２条 教育委員会は、必要があると認めるとき

は、市指定文化財又は市登録文化財の所有者又は

管理者等に対し、その文化財の現状又は管理若し

くは修理の状況について報告を求めることができ

る。 

第１９条 教育委員会は、必要があると認めるとき

は、市指定文化財の所有者又は管理者等に対し、

その文化財の現状又は管理若しくは修理の状況に

ついて報告を求めることができる。 

（埋蔵文化財の保護） （埋蔵文化財の保護） 

第２３条 略 第２０条 略 

（委任） （委任） 

第２４条 略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２１条 略 

 


